
　慶長の改修で採用された４段構造の尺八樋は、最上段の一
番樋から順番に操作して水を送水する。三番樋から上はメン
テナンスを行って大正時代まで機能が保たれた。
　最下段の四番樋に用いられているヒノキ材の伐採年は
1600年ごろ。慶長の改修当時のまま、池底に埋まっていた。

狭
山
池
を
大
破
さ
せ
た
伏
見
大
地
震

　

１
５
９
６
年
（
文ぶ

ん
ろ
く禄

五
年
）
９
月
５
日
深
夜
、
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
以
上
の
大
地
震
が
近
畿
地
方
を
襲
い
ま
し

た
。
１
９
９
５
年
（
平
成
七
年
）
に
発
生
し
た
兵
庫
県

南
部
地
震
と
同
じ
、
六
甲
・
淡
路
島
断
層
帯
等
を
震
源

と
す
る
内
陸
直
下
型
地
震
で
、
伏
見
大
地
震
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
地
震
で
伏
見
城
の
天
守
閣
も
倒
壊
し
、

被
害
は
京
阪
神
の
広
い
地
域
に
及
び
ま
し
た
。
各
地
の

遺
跡
で
も
こ
の
地
震
で
発
生
し
た
液
状
化
現
象
の
痕
跡

が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

狭
山
池
の
北
堤
も
、
こ
の
地
震
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
平
成
の
改
修
に
伴
う
発
掘
調
査
で
は
、

北
堤
の
西
側
に
は
敷し

き
は葉

工
法
を
用
い
た
古
代
か
ら
の
堤

が
残
ら
ず
、
堤
が
池
の
中
に
崩
れ
落
ち
、
流
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
堤
が
没
入
し
た
池
底
部
分
の

古
地
磁
気
測
定
の
結
果
、
こ
の
堤
の
決
壊
は
、
伏
見
大

地
震
に
よ
っ
て
発
生
し
た
被
害
だ
と
判
明
し
た
の
で
す
。

約
千
年
も
の
間
、
保
た
れ
て
き
た
狭
山
池
の
貯
水
機
能

は
、
こ
の
地
震
で
完
全
に
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
の
人
々
の
努
力
に
よ
り
、
狭
山
池
は

見
事
に
復
活
を
遂
げ
ま
す
。
発
掘
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ

た
慶
長
の
改
修
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

慶け
い
ち
ょ
う長
の
改
修―

狭
山
池
再
生―

　

地
震
に
よ
る
決
壊
か
ら
12
年
後
の
１
６
０
８
年
（
慶
長

一
三
年
）
２
月
７
日
、
豊
臣
秀
頼
の
家
臣
で
摂
津
・
河

内
・
和
泉
の
国
奉
行
で
あ
る
片か

た
ぎ
り
か
つ
も
と

桐
且
元
の
総
指
揮
に
よ

り
、
狭
山
池
の
再
生
を
目
的
と
し
た
慶
長
の
改
修
が
始

ま
り
ま
し
た
。
大
破
し
た
北
堤
の
復
旧
、樋
の
伏
せ
替
え
、

余
分
な
水
を
放
流
す
る
「
除よ

け

」
の
整
備
を
行
い
、
ほ
ぼ

１
年
間
で
竣
工
し
ま
し
た
。

狭
山
池
再
生

狭
山
池
一
四
〇
〇
年
の
歴
史
3

豊臣秀吉の家臣で、秀吉が柴田勝家と戦った賤
しずがたけ
ヶ岳の戦い

で活躍し、七本槍の一人に数えられた武将。伏見大地
震後には、大坂城下の復興事業に関わっていたよう
だ。豊臣家では秀頼の後見を務める重臣で、徳川
家康からは豊臣家直轄地の国奉行に任命され
た。寺社奉行として、多くの寺院復興事業
にも携わった。

　

こ
の
改
修
で
設
置
さ
れ
た
樋
は
、
中
樋
と
東
樋
、
西
樋

の
三
基
。
中
樋
で
は
重
源
が
伏
せ
た
石
樋
を
解
体
し
、
ヒ

ノ
キ
の
板
材
を
組
み
合
わ
せ
た
約
60
ｍ
の
樋
管
を
伏
せ
、

尺
八
樋
と
呼
ぶ
四
段
構
造
の
取
水
部
を
構
築
し
ま
し
た
。

取
水
部
の
両
側
に
は
、
重
源
の
石
樋
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
た
石
棺
材
で
石
組
を
つ
く
り
、
重
源
狭
山
池
改
修

碑
も
石
材
に
転
用
し
ま
し
た
。
東
樋
で
は
飛
鳥
時
代
の

樋
管
の
上
に
中
樋
と
同
様
の
樋
管
を
伏
せ
ま
し
た
。

　

狭
山
池
で
は
築
造
当
初
か
ら
、
北
堤
の
東
と
西
に
除

を
設
け
、
余
り
水
を
下
流
へ
流
す
し
く
み
が
備
わ
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
当
初
の
東
除
か
ら
は
御
庭
池

の
谷
筋
へ
、
西
除
か
ら
は
副
池
の
谷
筋
へ
と
放
流
さ
れ
、

付
近
の
地
形
は
水
流
で
徐
々
に
削
ら
れ
て
荒
れ
て
い
た

の
で
し
ょ
う
。
慶
長
の
改
修
で
は
、
東
西
の
堅
い
段
丘

礫れ
き
そ
う層

を
人
力
で
掘
り
広
げ
、
除
の
整
備
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
狭
山
池
か
ら
東
へ
の
び
る
現
在
の
東
除
川
の
流
路

も
こ
の
時
に
掘
ら
れ
た
も
の
で
す
。
西
側
に
は
、
中
樋

と
同
じ
尺
八
樋
構
造
の
西
樋
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
震
で
傷
つ
い
た
箇
所
を
修
復
し
た
堤
も
標
高
80
ｍ

ま
で
嵩か

さ

上あ

げ
さ
れ
、
狭
山
池
の
湛た

ん
す
い水

面
積
は
51
万
㎡
に

及
ん
だ
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
江
戸
時
代
の
狭
山
池
は
現

在
よ
り
も
大
き
か
っ
た
の
で
す
。
灌か

ん
が
い漑
範
囲
も
、
現
在

の
大
阪
市
・
八
尾
市
・
堺
市
・
松
原
市
・
羽
曳
野
市
な

ど
80
か
村
に
及
び
、
狭
山
池
の
歴
史
上
最
大
と
な
り
ま

し
た
。
再
生
し
た
狭
山
池
の
水
を
貯
め
、
水み

ず
し
も下

を
灌
漑

す
る
能
力
は
、
大
幅
に
向
上
し
た
の
で
す
。

江
戸
時
代
か
ら
現
代
・
そ
し
て
未
来
へ

　

慶
長
の
改
修
で
は
、
狭
山
池
の
維
持
・
管
理
体
制
も

整
備
さ
れ
、
池
の
東
西
に
樋
役
人
の
集
落
「
新
宿
」
が

置
か
れ
、
彼
ら
が
樋
の
開
閉
や
池
の
管
理
作
業
を
担
当

上層東樋の移築展示（狭山池博物館）

片桐且元

中樋の移築展示（狭山池博物館）

し
ま
し
た
。
ま
た
、
改
修
の
現
場
責
任
者
の
一
人
で
あ
っ

た
池い

け
じ
り尻

孫ま
ご

左ざ

え

も

ん

右
衛
門
が
狭
山
池
の
管
理
責
任
者
「
池い

け
も
り守

」

に
な
り
、
そ
の
子
孫
で
あ
る
田
中
家
が
池
守
を
代
々
務

め
、
明
治
時
代
の
は
じ
め
ま
で
狭
山
池
の
運
営
事
務
を

担
当
し
ま
し
た
。

　

慶
長
の
改
修
か
ら
数
十
年
後
ま
で
に
、
上
層
東
樋
の

取
水
部
と
中
樋
・
西
樋
取
水
部
の
最
下
段
は
、
池
底
に

堆
積
し
た
土
砂
で
埋
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
改
修

と
補
修
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
中
樋
と
西
樋
の
上
３
段

の
取
水
部
の
機
能
は
、
大
正
時
代
ま
で
の
３
２
０
年
間

維
持
さ
れ
、
水
下
の
村
々
へ
水
を
供
給
し
続
け
ま
し
た
。

こ
の
文
章
の
背
景
に
掲
載
し
て
い
る
西
樋
の
写
真
か
ら

も
、
そ
の
様
子
が
伺
え
ま
す
。

　

貯
水
量
の
増
加
を
目
的
と
し
て
、
１
９
２
６
年
（
大

正
一
五
年
）
に
着
工
さ
れ
た
大
正
・
昭
和
の
改
修
で
は
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
取
水
塔
を
設
け
、「
第
二
狭
山
池
」

と
し
て
副
池
も
誕
生
し
ま
し
た
。

　

１
９
８
８
年
（
昭
和
六
三
年
）
か
ら
２
０
０
２
年
（
平

成
一
四
年
）
ま
で
施
工
さ
れ
た
平
成
の
改
修
に
よ
り
、

狭
山
池
は
そ
の
治
水
能
力
が
大
幅
に
向
上
し
、
最
新
の

土
木
技
術
に
よ
っ
て
施
工
さ
れ
た
「
狭
山
池
ダ
ム
」
と

し
て
再
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
周
遊
歩
道
を
備
え
た
狭

山
池
公
園
に
は
多
く
の
人
々
が
集
い
、
市
民
に
よ
る
「
狭

山
池
ま
つ
り
」
が
毎
年
開
催
さ
れ
、
出
土
文
化
財
を
展
示

保
存
す
る
狭
山
池
博
物
館
に
は
国
内
外
か
ら
年
間
10
万

人
も
の
来
館
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

一
四
〇
〇
年
間
受
け
継
が
れ
て
き
た
狭
山
池
。
美
し

い
水
を
湛た

た

え
、
命
と
暮
ら
し
を
守
る
狭
山
池
。
古
代
と

未
来
を
つ
な
ぐ
、
私
た
ち
の
大
切
な
文
化
遺
産
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

歴
史
文
化
グ
ル
ー
プ

慶長の改修では、伏見大地震で決壊した堤を修復し、上層東樋・
中樋・西樋を新たに埋設し、東西の段丘を開削して除を整えた。

西樋の部材（狭山池博物館に収蔵）
西樋

中樋

東樋

段丘の開削

伏見大地震で決壊した箇所

「片桐且元画像」大徳寺塔頭玉林院所蔵

尺八樋
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